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2024 ～ 2025　国際ロータリー会長　ステファニー A. アーチック

ロータリーのマジック

今日のお祝い　「おめでとうございます。心よりお慶び申し上げます。」

＊事業所開設
　髙橋　宏君（1日）
　鈴木茂男君（1日）
　川畑直也君（1日）
　齋藤英樹君（5日）

＊会員誕生日
　前田賢一君

＊配偶者誕生日
　川畑直也夫人

＊結婚記念日
　本間裕介君

＊入会記念日
　石井智之君
　（R6.4.2）
　畑中雄太君
　（H28.4.5）

第3109回例会（3月25日）☆司会　山本晃久 副SAA

今日の例会（2025年 4月1日）

「春の親睦例会」
担当：畑中雄太君

次回の例会（2025年 4月8日）

「自己紹介」
担当：前田賢一君

点鐘　…栗原良幸会長

斉唱　…それでこそロータリー

ゲスト紹介

思斉館 滝澤道場 館長
滝澤建治様

旭化成ホームズ㈱ 厚木支店長
宮本勇介様

会長の時間

昨日、東京の桜の開花が宣言されました。嬉しいこ
とがありました。15年ぶりに家族で訪れた平塚のレ
ストランでの会話です。帰り際に、老オーナーシェフ
から声をかけられました。「お客さん、厚木の方ですよ
ね。おいくつになりました？私は75歳になりました。
おとといまで体調不良で休んでましたよ」とのこと。
年月を経ても覚えていてくれる老シェフの言葉に驚
きと温かみを感じ、料理の味が一段上がりました。

会長報告

◎ガバナー事務所　より
・次年度クラブ幹事研修のご案内

2025年5月10日（土）10時から12時 第一相澤ビル
・ポリオプラス・ソサエティ登録証・ピンの送付

◎ＩＭ実行委員会　より
・ＩＭご臨席御礼

委員会報告

◎親睦活動委員会
次回例会は移動例会

スマイル

栗原良幸会長・建部卓也幹事
各地で開花宣言の発表が続きます。来週の親睦例会
も桜を楽しめそうですね。さて、本日の例会は滝澤会
員ご担当の卓話です。思斉館 滝澤道場 館長 滝澤建
治様、本日はありがとうございます。お話、楽しみに
しています。よろしくお願いいたします。



柳田純昭君
誕生日のお祝いを有難うございます。76才になりま
した。

山本晃久君
妻の誕生日のお祝ありがとうございます。多くは語り
ませんがいろいろとあります。いただいた花を見つめ
ながら、おだやかな日々をすごしたいと思います。
黄金井康巳君
所用のため、早退させていただきます。
常磐重雄君
本日、早退のためスマイルさせて頂きます。

今日のお花

スターチス（栗原良幸会長）
水仙（建部卓也幹事）

例会「ともに學ぶ」

担当：滝澤　勇君
講師：思斉館 滝澤道場 館長 滝澤建治様 

「剣道とともに學ぶ」
１．思斉館滝澤道場

（１）厚木市唯一の剣道道場
（２）昭和45年創立（55周年）
（３）所在地：厚木市戸室3-9-30（県立厚木高校グランドの西方約100ｍ）
（４）公式ホームページ  https://shiseikan-takizawa.jimdofree.com

２．館 長
初代館長　　滝澤光三範士（厚木市林出身）
二代目館長　滝澤建治範士（館長歴38年）

３．剣道とは
（１）わが国の長い歴史と伝統に培われた日本の武道。剣道具と竹刀（しない）を用いて、1対1で勝敗を競い

合う対人競技として発展してきました。
（２）相手の人格を尊重して、礼法を重んじ、心身を鍛錬し、新たな自己を創造する、日本の伝統文化です。

４．剣道の理念
全日本剣道連盟は剣道の理念について「剣道は剣の理法の修錬による人間形成の道である。」と定義してい

ます。
剣道は礼に始まり、礼をもって行い、礼に終わる我が国の伝統文化です。日頃から楽しい中にも厳しい修錬

により、技と体を鍛えるだけでなく、心の修錬を積み重ねることにより、社会人としての豊かな人間形成を目
指すスポーツです。



５．指導方針
（１）日本の伝統文化の「武道」の良さを十分生かし、剣道を通して、正しく、明るく、現代に生きる「心」と「技」

と「体」を身につけるよう指導しています。
（２）道場の壁には大きな世界地図を描いています。子供たちが将来世界に羽ばたく人を目指して成長し、大

きな意識を持つよう指導しています。

６．剣道人口
（１）日本の剣道人口　210万人で、内女性は30％です。
（２）厚木の剣道人口　約500人、内女性は27％です。
（厚木市・愛川町・清川村で結成している厚木剣道連盟の人数）

７．世界剣道選手権大会（3年に一回開催）
昨年イタリアのミラノで第19回世界大会が開催され、60か国が参加しました。この大会では、接戦で日本が

優勝しました。

８．剣道のオリンピック参加
当面オリンピックの参加種目になることはないと思われます。日本だけでなく世界各国（特にヨーロッパ）

の剣道界で、オリンピックの商業主義が嫌われていて、剣道が参加種目になった場合、勝利至上主義が強くな
り、伝統文化の継承が危うくなると考えられています。

９．厚木地域の剣道界の問題点
（１）少子化とスポーツの多様化により、小学生の剣道人口は直近５年間に150名から97名に減少していま

す。（35％減少。）
（２）厚木地域の全ての中学校で剣道部が廃止されました。そのため、剣道を続けたい児童は、剣道部のある

市外の中学校か私立中学校に進学するため、厚木を離れてしまう現象が起きています。

１０．厚木と世界の剣道界の交流
（１）10年前、厚木剣道連盟60周年と厚木市制60周年を記念して、「2014あつぎ国際剣道祭」を3日間開催しま

した。世界13か国から72名の剣士が参加し、厚木の剣士達と交流した大きなイベントとなりました。
（２）このあつぎ国際剣道際の開催後、毎年、世界中から多数の剣士が厚木を訪れています。

１１．私と剣道
（１）幼少の頃から剣道とともに歩み、剣道に学び成長できたと感謝しています。
（２）剣道界最高位の範士八段をいただきましたが、これがゴールではなく、地元の青少年に、自分の学んだ

ことをすべて受け渡したいという思いで活動しています。
（３）42年目を迎えた剣道海外普及活動も、体力の続く限り、継続しようと思っています。本年6月にはスペイ

ンの首都マドリードでの剣道講習会を開催します。

少年部の稽古思斉館滝澤道場 正面入口



出席報告　＜会員35名、出席対象29名＞

3 月 11 日例会　　確定出席率 93.10％ 3 月 25 日例会　　出席 26 名　欠席 4 名　出席率 89.66％
＜事前メイク＞
　小島久美子君（3月21日／厚木県央RC）
＜欠席＞
　稲場　淳君・中原真也君・原田忠洋君

スペインの剣士一行2014 年あつぎ国際剣道際


